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狩
野
文
庫
孜
，.-.、
一
一、_./
|
|
展
示
会
に
み
る
狩
野
文
庫
|
|
石
義
光
田
近
年
に
お
げ
る
展
示
学
会
の
発
足
や
、
同
学
会
関
係
者
の
手
に
な
る
「
展
示
学
事
典
」
の
刊
行
も
予
告
さ
れ
て
い
る
時
点
で
あ
る
。
一
大
学
図
書
館
に
お
け
る
図
書
資
料
の
公
開
展
示
の
記
録
を
編
す
る
こ
と
も
、
或
は
何
か
し
ら
の
意
義
が
存
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
明
治
四
十
年
創
設
の
東
北
大
学
は
、
十
三
年
後
に
開
学
百
年
を
迎
え
る
。
そ
の
二
O
O七
年
に
向
け
て
、
大
学
と
し
て
の
百
年
史
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編
纂
の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
図
書
館
の
創
設
は
明
治
四
十
四
年
で
あ
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
は
九
六
年
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
一
部
局
と
し
て
過
去
を
振
り
返
る
用
意
も
必
要
な
時
期
に
あ
る
と
い
え
る
。
右
の
二
つ
の
動
機
づ
け
で
、
本
館
創
設
翌
年
の
大
正
元
年
に
受
入
れ
ら
れ
、
後
述
す
る
如
く
或
る
面
で
本
館
の
活
動
の
中
核
を
為
し
た
狩
野
文
庫
の
展
示
会
の
沿
革
の
名
に
仮
り
て
、
本
館
の
歴
史
の
一
面
を
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
狩野文庫孜(三)
大
正
十
四
年
か
ら
、
本
館
の
川
内
移
転
の
昭
和
四
十
九
年
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
展
示
会
を
、
年
月
順
に
編
成
し
、
下
段
に
、
例
と
し
て
の
展
示
資
料
名
等
の
注
記
を
付
し
て
い
る
。
前
述
の
如
く
、
こ
と
に
お
け
る
注
記
は
、
館
蔵
狩
野
文
庫
の
立
場
か
ら
の
付
記
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
狩
野
文
庫
と
関
係
を
も
た
な
い
形
の
展
示
会
の
場
合
は
、
付
記
梢
を
敢
え
て
空
欄
に
し
て
、
視
覚
的
に
識
別
し
易
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
注
記
の
内
容
に
関
し
て
付
言
し
て
お
き
た
い
と
と
は
、
例
示
の
書
名
は
、
決
し
て
そ
の
展
示
会
に
お
け
る
代
表
と
し
て
抽
出
し
た
書
名
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
一
覧
表
全
体
を
過
し
て
も
狩
野
文
庫
本
の
多
彩
狩野文庫政(三)
さ
を
あ
る
程
度
示
し
得
る
よ
う
に
、
極
力
初
出
の
書
名
の
抽
出
を
意
図
し
た
書
名
で
あ
る
こ
と
、
更
に
、
y
・
:
外
:
:
点
。
或
は
。
狩
野
文
庫
本
・
:
点
'
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
展
示
会
の
規
模
の
大
小
も
か
ら
み
、
資
料
と
し
て
使
用
し
た
「
展
示
目
録
」
の
上
で
の
正
確
な
把
握
を
為
し
得
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
概
数
の
範
囲
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
通
観
の
便
の
た
め
の
通
し
番
号
を
冠
し
た
「
展
示
会
一
覧
」
で
あ
る
。
(
展
示
会
リ
ス
ト
)
ー
、
大
M
・
秋
2
、
昭
6
・8
3 
1
i
n
υ
 
1
1
1
 
4 
げ
・
7
5 
2
・8
6 
M
-
6
 
7 
5
1
 
2
・1
8 
お・
8
9 
ぉ・
9
10 
幻
・
6
11 
幻
・
8
稀
親
書
展
公
開
の
鳴
矢
。
「
史
記
孝
文
本
紀
」
「
鹿
持
雅
澄
稿
本
」
外
数
点
明
治
以
前
刊
本
展
古
刊
本
及
び
江
戸
時
代
欠
け
る
年
な
し
の
刊
本
三
百
二
十
四
点
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貴
重
書
展
「
類
衆
国
史
」
外
の
写
本
・
仮
名
草
子
・
遊
旦
本
林
子
平
一
五
O
年
祭
記
念
展
「
三
国
通
覧
図
説
」
「
左
右
漫
録
」
の
二
点
和
漢
図
書
展
宋
版
ほ
か
の
古
版
一
五
種
・
公
平
本
・
草
双
子
一
O
余
点
法
隆
寺
壁
画
展
東
洋
美
術
特
別
展
奈
良
絵
本
「
竹
と
り
」
外
の
絵
本
・
重
信
外
の
絵
巻
三
八
点
和
漢
書
展
(
5
)
に
国
宝
二
点
を
加
え
る
な
ど
若
干
の
出
入
り
あ
り
和
漢
書
展
「
聖
徳
太
子
伝
略
」
外
の
古
写
本
・
江
戸
稿
本
類
二
二
点
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
史
料
展
「
伊
曽
保
物
語
」
「
異
国
南
蛮
寺
由
来
」
等
三
点
湯
川
夫
人
歓
迎
図
書
展
奈
良
絵
本
「
竹
と
り
」
外
二
点
狩野文庫孜(三)
12 
幻
・
8
13 
幻
・
9
14 
n
・4
15 
お
・
4
16 
お
・
5
17 
mu
・4
18 
Q
d
n
υ
 
2
1
1
 
19 
n
u
n
u
 
z
-
-
20 
o
i
1
 
3
1
1
 
21 
況
・
3
22 
白
・
6
23 
む
・
7
24 
1
1
1
 
3
6
1
 
25 
m
-
6
 
26 
n
L
A
U
 
3
1
1
 
27 
2
I
1
 
3
1
1
 
28 
ぉ
・
8
29 
ぉ
・
9
図
書
展
図
書
展
デ
ニ
ン
グ
英
国
大
使
歓
迎
展
稀
親
書
展
フ
ォ
ー
ド
神
父
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
展
資
料
展
日
本
化
学
会
東
北
支
部
大
会
記
念
展
示
会
連
歌
俳
諮
近
古
文
芸
関
係
図
書
展
ル
ヌ
ウ
博
士
歓
迎
図
書
展
図
書
展
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
歓
迎
図
書
展
ハ
ギ
ン
ス
博
士
夫
妻
歓
迎
図
書
展
図
書
展
創
立
五
十
周
年
記
念
展
農
業
関
係
古
書
展
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
博
士
歓
迎
図
書
展
林
子
平
関
係
文
献
展
貴
重
書
展
司
書
講
習
会
向
け
刊
本
・
写
本
二
四
点
職
員
研
修
会
向
け
漢
籍
明
版
・
朝
鮮
版
等
四
点
「
長
崎
渡
来
英
吉
利
船
図
」
「
漂
泊
英
吉
利
船
図
」
等
一
O
点
古
刊
本
外
、
「
包
丁
秘
伝
書
」
「
菓
子
秘
伝
書
」
等
二
O
余
点
「
切
支
丹
屋
敷
図
」
点
「
舞
楽
図
」
「
御
飾
書
」
「
踊
独
稽
古
」
外
二
O
余
点
「
オ
ク
ダ
ン
ト
用
法
記
」
「
紅
毛
天
地
ニ
図
資
説
」
外
二
七
点
俳
文
学
会
等
主
催
、
「
連
歌
新
式
」
「
知
連
抄
」
外
六
二
点
「
仏
語
明
要
」
「
仏
語
筆
」
「
三
語
使
覧
」
等
一
一
点
激
石
関
係
の
外
、
広
重
「
東
海
道
五
十
三
次
」
等
七
点
「
能
楽
図
」
「
茶
器
名
形
編
」
「
和
漢
古
裂
帖
」
等
一
O
余
点
歌
麿
「
虫
類
画
譜
」
外
、
豊
国
・
広
重
等
の
浮
世
絵
二
五
点
国
宝
二
点
ほ
か
奈
良
絵
本
・
浮
世
絵
等
二
三
点
国
宝
二
点
、
「
割
算
書
」
「
竹
島
雑
誌
」
「
踊
唱
歌
」
外
一
一
一
一
点
「
耕
織
図
」
「
養
蚕
図
解
」
「
海
幸
」
「
群
分
品
糞
」
外
五
O
余
点
「
英
語
箆
」
「
外
蕃
容
貌
図
画
」
「
英
米
対
話
捷
径
」
外
四
O
点
「
海
国
兵
談
」
「
=
一
国
通
覧
図
説
」
「
蝦
夷
圏
全
図
」
外
一
七
点
国
宝
二
点
、
古
版
「
一
切
経
音
義
」
「
景
徳
伝
燈
録
」
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狩野文庫致(三)
30 
ぉ・
9
31 
5
1
0
 
3
守
1
32 
5
・1
q
u
a
-
L
 
33 
R
U
'
n，b
 
3
1
1
 
34 
初
・
1
35 
お
・
2
36 
お
・
3
37 
お
・
4
38 
お
・
5
39 
お
・
6
40 
お
・
7
41 
日
刊
・
8
42 
ぉ・
9
43 
F
h
u
・Aり
3
6
1
 
44 
6
'
1
 
3
1
1
 
45 
p
o
o
n
L
 
3
1
1
 
46 
幻
・
1
47 
幻
・
2
貴
重
書
展
図
書
か
ら
見
た
印
刷
の
う
つ
り
か
わ
り
展
近
世
名
家
真
蹟
展
源
氏
物
語
展
牛
に
関
す
る
資
料
展
菅
原
道
真
展
ひ
な
祭
り
関
係
資
料
展
辞
書
展
憲
法
記
念
法
学
関
係
資
料
展
漂
流
記
関
係
資
料
展
交
通
資
料
展
七
夕
展
蔵
書
に
見
る
蔵
書
印
と
蔵
書
票
展
北
斎
展
演
劇
関
係
図
書
展
奈
良
絵
本
・
丹
緑
本
・
初
期
色
摺
本
展
虎
に
関
す
る
資
料
展
火
災
資
料
展
右
と
同
じ
「
十
門
緋
惑
議
」
「
広
韻
」
「
資
治
通
鑑
綱
目
」
外
七
点
「
元
服
次
第
考
」
「
梅
花
賦
」
「
大
石
良
雄
色
紙
」
外
一
O
O余
点
「
源
氏
物
語
」
「
源
氏
小
鏡
」
「
湖
月
抄
」
外
五
O
余
点
干
支
に
因
む
展
示
会
の
初
出
。
「
牛
療
治
調
法
記
」
外
数
点
「
類
衆
国
史
」
「
菅
家
文
章
」
「
菅
家
後
草
」
外
五
五
点
「
女
訓
絵
入
雛
遊
の
記
」
「
日
本
歳
時
記
」
外
一
O
余
点
「
和
名
類
衆
抄
」
「
節
用
集
」
「
和
蘭
字
業
」
外
六
五
点
律
令
関
係
、
「
聖
徳
太
子
十
七
憲
法
」
「
塵
芥
集
」
外
-178ー
「
縫
組
漂
流
露
」
「
漂
泊
英
吉
利
船
図
」
「
渡
唐
川
」
外
四
七
点
「
諸
国
御
関
所
錠
」
「
運
河
絵
図
」
「
五
駅
便
覧
」
外
二
O
余
点
「
和
漢
三
才
図
会
」
「
絵
本
天
の
川
」
「
銀
河
草
子
」
外
一
O
余
点
南
畝
文
庫
、
浅
草
文
庫
外
の
狩
野
文
庫
の
著
名
な
蔵
書
印
の
紹
介
「
北
斎
漫
画
」
「
画
本
唐
詩
選
」
外
絵
本
類
五
O
余
点
「
公
平
千
人
切
」
「
箱
伝
受
」
等
浄
瑠
鴻
・
脚
本
類
一
四
O
余
点
「
ふ
ん
し
ゃ
う
」
「
姫
松
相
生
由
来
」
外
三
O
余
点
「
大
飾
虎
ケ
麿
」
「
観
虎
記
」
「
北
斎
漫
画
」
外
数
点
「
東
都
火
災
記
」
「
防
火
策
図
解
」
「
防
火
」
外
二
O
余
点
狩野文庫孜(三)
48 
幻
・
3
49 
幻
・
3
50 
幻
・
4
51 
幻
・
5
52 
幻
・
6
54' 53 
初
出
・
6
幻
・
7
55 
幻
・
8
56 
U
・9
57 
ヮ
''nυ
q
U
4
Tム
58 
7
1
1
 
3
e
l
 
59 
ヮ
'
'
q
L
3
・1
60 
鈎
・
l
61 
お
・
2
62 
お
・
3
63 
お
・
4
64 
お
・
5
65 
ぉ
・
6
弘
法
大
師
関
係
資
料
展
古
活
字
版
展
教
育
に
関
す
る
資
料
展
こ
ど
も
に
関
す
る
資
料
展
酒
に
関
す
る
図
書
展
本
館
所
蔵
古
刊
本
展
祭
礼
に
関
す
る
図
書
展
怪
談
に
関
す
る
図
書
展
天
変
地
異
に
関
す
る
図
書
展
中
世
文
芸
関
係
貴
重
書
展
科
学
技
術
関
係
古
書
展
婚
礼
に
関
す
る
図
書
展
相
撲
に
関
す
る
図
書
展
江
戸
時
代
の
儒
学
に
関
す
る
図
書
展
狩
猟
に
関
す
る
図
書
展
江
戸
時
代
の
ほ
ん
や
に
関
す
る
図
書
展
豊
臣
秀
吉
に
関
す
る
図
書
展
水
泳
に
関
す
る
図
書
展
「
弘
法
太
師
の
御
本
地
」
「
高
野
山
細
見
絵
図
」
外
一
O
余
点
「
古
文
孝
経
」
「
周
易
」
等
貴
重
書
古
活
字
版
を
中
心
に
四
五
点
「
聖
堂
図
」
「
庭
訓
往
来
」
「
女
今
川
」
外
二
O
余
点
「
烏
帽
子
於
也
」
「
和
羅
辺
問
答
」
「
益
智
図
」
外
二
O
余
点
「
酒
史
」
「
酒
賦
」
「
手
造
酒
法
」
「
古
銚
子
図
」
外
二
O
余
点
宋
版
・
元
版
・
明
版
等
の
貴
重
書
古
刊
本
を
中
心
に
数
十
点
「
日
光
御
祭
礼
図
」
「
祇
園
祭
礼
信
仰
記
」
外
二
O
余
点
「
百
鬼
夜
行
」
「
化
物
の
嫁
入
り
」
「
稲
怪
録
」
外
二
回
点
「
富
士
山
変
記
」
「
浅
間
山
焼
記
」
「
救
餓
録
」
外
二
三
点
「
類
衆
国
史
」
外
、
連
歌
・
謡
曲
・
御
伽
草
子
四
九
点
「
天
工
関
物
」
「
城
郭
本
図
」
「
鉱
山
採
製
図
」
八
O
点
「
小
笠
原
流
伝
書
」
「
嫁
入
道
具
之
図
」
外
四
O
余
点
「
古
今
相
撲
大
全
」
「
活
金
剛
伝
」
外
三
O
余
点
古
義
学
派
中
心
。
「
易
経
古
義
」
「
孟
子
古
義
」
外
二
O
余
点
「
鷹
野
絵
巻
」
「
巻
狩
図
」
外
、
犬
追
物
関
係
二
八
点
「
割
印
帳
覆
本
」
・
松
会
板
「
十
番
切
」
外
ニ
O
余
点
「
豊
臣
紀
略
」
「
朝
鮮
征
伐
図
」
「
大
坂
陣
図
」
外
二
O
余
点
「
水
練
早
合
点
」
「
水
馬
千
金
」
「
踏
水
訣
」
外
一
O
余
点
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狩野文庫孜(三)
6.6 
お
・
7
67 
ぉ・
8
68 
ぉ・
9
69 
8
・
o
q
U
4
1
i
 
70 
8
・1
3
1
1
 
71 
。
。，白
3
1
1
 
72 
鈎
・
1
73 
ぬ
・
2
74 
ω
・3
75 
ω
・4
76 
m
・
5
77 
ぬ
・
6
78 
ω
・7
79 
明
日
・
8
80 
ぬ
・
9
81 
9
j
0
 
3
1
1
 
82 
9
1
1
 
q
U
4
T
i
 
83 
Q
U
'
η
，U
 
3
・
ー
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
に
関
す
る
図
書
展
富
士
山
に
関
す
る
図
書
展
鯨
に
関
す
る
図
書
展
日
蓮
に
関
す
る
図
書
展
近
代
名
家
筆
跡
展
赤
穂
義
士
に
関
す
る
古
書
展
加
留
多
双
六
に
関
す
る
古
書
展
初
午
に
関
す
る
図
書
展
書
道
に
関
す
る
古
書
展
徳
川
家
康
に
関
す
る
図
書
展
曽
我
兄
弟
に
関
す
る
古
書
展
歯
に
関
す
る
古
書
展
孟
蘭
盆
に
関
す
る
古
書
展
伊
達
騒
動
に
関
す
る
古
書
展
広
重
に
関
す
る
古
書
展
日
本
古
来
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
古
書
展
親
鴛
に
関
す
る
図
書
展
卜
占
に
関
す
る
古
書
展
「
富
士
講
雑
記
」
・
丹
緑
本
「
ふ
じ
の
人
あ
な
さ
う
し
」
外
三
O
余
点
「
魚
業
全
書
」
「
鯨
一
件
之
巻
」
「
小
川
島
鯨
統
合
戦
」
外
七
点
「
立
正
安
園
論
」
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
「
新
池
抄
」
外
二
四
点
石
川
鴻
駕
・
岡
本
況
斎
・
中
村
敬
宇
・
大
槻
磐
渓
等
「
赤
穂
義
人
録
」
「
忠
臣
蔵
」
「
刃
傷
録
」
外
四
O
余
点
「
百
人
一
首
」
「
(
善
悪
双
六
)
極
楽
道
中
図
会
」
外
一
七
点
「
大
江
戸
絵
馬
集
」
「
年
中
行
事
」
外
一
O
余
点
「
筆
史
」
「
墨
経
」
「
文
房
図
讃
」
「
入
木
抄
」
外
三
O
点
-18日ー
「
東
照
宮
記
」
「
神
君
御
文
の
写
」
「
駿
河
草
」
外
一
九
点
「
曽
我
物
語
」
「
絵
本
報
讐
録
」
「
富
士
野
往
来
」
外
=
一
O
点
「
口
歯
類
要
」
「
口
病
針
薬
方
」
「
当
流
楊
枝
之
書
」
外
数
点
併
画
及
び
「
民
間
年
中
故
事
要
言
」
外
の
類
書
・
随
筆
類
「
伊
達
競
阿
国
歌
舞
伎
」
「
伊
達
姿
評
定
策
」
外
一
O
余
点
「
江
戸
名
所
廿
一
繍
」
「
東
海
道
五
十
三
次
」
外
二
O
余
点
「
新
陰
流
三
巻
書
」
「
弓
法
之
聞
書
」
外
四
O
余
点
「
往
生
要
集
絵
」
「
親
驚
聖
人
御
一
代
記
」
外
一
O
余
点
「
亀
卜
秘
伝
」
「
陰
陽
八
卦
之
法
」
「
琴
星
書
」
外
四
O
余
点
狩野文庫孜(三)
84 
ω
・
l
85 
ω
・1
86 
判
・
3
87 
ω
・4
88 
ω
・5
89 
ω
・6
9() 
ω
・7
91 
ω
・
8
92 
ω
・
9
93 
40 
10 
94 
n
u
'
Tム
4
1
1
 
95 
n
u
η
'
U
 
4
1
1
 
96 
4
・1
97 
日
目
・
2
98 
4
・3
99 
日
出
・
4
10 
位
・
5
101 
nu
・6
西
鶴
展
小
野
小
町
展
庭
園
に
関
す
る
古
書
展
漢
方
に
関
す
る
古
書
展
鳥
に
関
す
る
古
書
展
時
に
関
す
る
古
書
展
栄
西
・
道
元
に
関
す
る
古
書
展
地
獄
極
楽
に
関
す
る
古
書
展
建
築
に
関
す
る
古
書
展
東
北
紀
行
に
関
す
る
古
書
展
茶
の
湯
・
生
け
花
に
関
す
る
古
書
展
鉱
山
展
ひ
の
え
う
ま
展
源
義
経
展
古
文
庫
展
源
氏
物
語
の
影
響
に
関
す
る
古
書
展
歌
麿
展
夏
目
激
石
展
「
好
色
一
代
女
」
「
日
本
永
代
蔵
」
「
西
鶴
織
留
」
外
七
点
「
小
野
小
町
一
代
記
」
外
、
草
双
子
・
青
写
真
類
一
O
余
点
「
庭
作
之
書
」
「
築
山
庭
造
伝
」
「
庭
園
図
」
外
一
O
余
点
狩
野
文
庫
漢
方
関
係
千
数
百
点
の
内
よ
り
数
十
点
「
青
葉
笛
」
「
新
修
鷹
経
」
「
見
立
百
花
鳥
」
外
二
六
点
「
時
辰
儀
問
答
」
「
大
和
七
曜
暦
」
「
漏
刻
説
」
外
四
O
余
点
「
初
祖
三
論
」
「
景
徳
伝
燈
録
」
「
永
平
録
」
外
一
O
余
点
「
(
善
悪
双
六
)
極
楽
道
中
図
会
」
「
北
斎
漫
画
」
外
一
O
余
点
「
大
工
雛
形
秘
伝
書
図
解
」
「
築
城
図
」
「
絵
様
」
四
O
余
点
「
陸
奥
紀
行
」
「
雪
の
ふ
る
み
ち
」
「
都
の
っ
と
」
三
O
点
弱
「
君
台
観
左
右
帳
記
」
「
挿
花
百
録
」
外
三
O
余
点
「
石
見
銀
山
由
来
記
」
「
幸
生
銅
山
」
「
独
歩
行
」
外
九
点
馬
関
係
の
ほ
か
、
「
八
百
屋
お
七
恋
桜
」
外
ニ
O
余
点
「
義
経
記
」
「
義
経
千
本
桜
」
「
北
斎
漫
画
」
外
三
O
余
点
「
足
利
学
校
蔵
書
目
録
」
「
林
崎
文
庫
記
」
外
数
点
「
源
氏
物
語
」
「
源
氏
品
さ
だ
め
」
外
三
O
余
点
「
新
増
浮
世
絵
類
考
」
外
、
酒
落
本
・
黄
表
紙
等
一
O
余
点
-181ー
狩野文庫孜(三)
102 
4
・
7
103 
H
U
・8
104 
4
・8
105 
1
・0
A
佳
4
1
ム
l服
1
1
1
 
4
・1
101 
l
l
2
 
4
・1
1凶
必
・
l
109 
必
・
l
10 
位
・
3
11 
必
・
4
2
 
1
 
1
 
必
・
5
13 
u
・6
14 
位
・
7
5
 
1
 
1
 
必
・
8
16 
門
出
・
9
17 
η
'
U
A
U
 
4
・1
18 
2
I
1
 
4
・1
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
小
説
の
翻
刻
翻
案
書
展
た
ば
乙
展
日
欧
関
係
展
ス
ピ
ノ
ザ
展
神
宮
神
社
展
貨
幣
展
読
書
に
関
す
る
古
書
展
装
丁
に
関
す
る
図
書
展
囲
碁
・
将
棋
に
関
す
る
図
書
展
教
科
書
展
東
北
方
一
吉
に
関
す
る
図
書
展
漢
籍
古
版
本
展
(
明
治
百
年
記
念
)
維
新
図
書
展
工
芸
関
係
図
書
展
貴
重
図
書
展
そ
の
晩
翠
文
庫
展
(
明
治
百
年
記
念
)
明
治
文
化
史
展
「
通
俗
三
国
志
」
「
女
水
器
伝
」
外
五
O
点
「
姻
管
図
」
「
狂
歌
煙
草
百
首
」
「
煙
草
録
」
外
二
O
点
「
西
洋
列
園
志
」
「
外
蕃
容
貌
図
画
」
「
蕃
語
箆
」
外
二
O
余
点
「
神
社
小
志
叢
七
四
種
」
「
北
斎
漫
画
」
外
二
五
点
「
金
銀
図
録
」
「
伊
勢
海
道
銭
懸
松
」
「
泉
癖
伝
」
外
一
O
余
点
「
読
史
余
論
」
「
教
訓
往
来
」
「
訓
幼
字
義
」
外
三
O
余
点
胡
蝶
装
・
大
和
綴
・
康
照
綴
等
五
O
余
点
「
古
今
碁
立
」
「
囲
碁
捷
径
」
「
象
棋
網
目
」
外
四
O
余
点
「
国
宝
史
記
孝
文
本
紀
」
「
孝
経
」
外
、
往
来
物
六
O
余
点
「
物
類
称
呼
」
「
蝦
夷
談
話
」
「
陸
奥
州
駅
路
図
」
外
一
O
数
点
「
一
切
経
音
義
」
外
、
宋
版
・
元
版
・
明
版
等
三
O
余
点
「
航
米
日
誌
」
「
合
衆
国
密
霞
録
」
「
官
員
録
」
外
二
O
余
点
「
蒔
絵
通
覧
」
「
製
陶
秘
録
」
「
塗
師
通
覧
」
外
二
六
点
「
阿
昆
達
磨
倶
舎
論
」
「
聖
財
集
」
外
の
古
写
経
一
八
点
狩
野
文
庫
新
書
部
門
か
ら
「
西
国
立
志
編
」
等
二
O
数
点
182-
狩野文庫孜(三)
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l
 
n
L
。，U
4
1
ー
120 
日
制
・
1
121 
日
制
・
2
12 
日
出
・
3
123 
日
制
・
4
124 
刊
日
・
5
125 
A
M
・6
126 
必
・
7
121 
日
制
・
8
128 
必
-
9
129 
。d'
A
U
4
6
1
 
I却
3
・1
4q
・
唱
1
131 
内ぺ
υ
。，U
4
1
1
 
13目
H
H
・1
13 
似
・
2
134 
制
・
3
135 
“・4
136 
H
H
・5
諸
家
稿
本
展
猿
に
関
す
る
古
書
展
城
に
関
す
る
図
書
展
絵
本
展
貴
重
図
書
展
そ
の
伊
達
政
宗
に
関
す
る
図
書
展
蘭
学
関
係
図
書
展
貴
重
図
書
展
そ
の
三
プ
ラ
ト
ン
に
関
す
る
図
書
展
本
邦
独
逸
語
辞
書
展
明
治
初
期
出
版
物
展
明
治
中
期
文
化
史
展
和
漢
人
物
肖
像
画
展
そ
の
と
り
に
関
す
る
図
書
展
日
本
切
支
丹
史
料
展
伊
勢
物
語
研
究
書
展
貴
重
図
書
展
そ
の
四
大
塩
平
八
郎
に
関
す
る
図
書
展
貴
重
書
稿
本
類
の
内
か
ら
近
代
諸
家
関
係
三
O
数
点
御
伽
草
子
「
猿
蟹
合
戦
」
外
「
北
斎
漫
画
」
等
一
一
一
八
点
城
図
資
料
三
O
O余
種
の
内
か
ら
「
城
郭
図
叢
」
等
四
O
余
点
「
竹
と
り
」
「
ふ
ん
し
ゃ
う
」
「
海
幸
」
「
山
幸
」
外
七
O
余
点
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
「
君
台
観
左
右
帳
記
」
等
古
写
本
約
三
O
点
「
命
期
集
」
「
伊
達
歴
世
歌
集
」
外
数
点
「
蘭
音
仮
字
格
」
「
解
体
新
書
」
「
和
蘭
字
集
」
外
二
O
余
点
五
山
版
、
慶
長
活
字
版
を
中
心
と
す
る
日
本
古
刊
四
四
点
「
独
逸
文
典
字
類
」
「
独
逸
捷
径
七
以
呂
波
」
等
数
点
狩
野
文
庫
新
書
部
門
よ
り
社
会
思
想
関
係
三
O
余
点
右
に
続
く
日
本
の
近
代
思
想
関
係
二
O
余
点
「
聖
賢
像
賛
」
「
聖
賢
像
」
「
歴
代
君
臣
図
像
」
外
数
点
「
和
漢
三
才
図
会
」
「
英
筆
百
画
」
外
、
随
筆
類
一
O
余
点
「
切
支
丹
屋
敷
図
」
「
切
支
丹
由
来
記
」
外
三
O
点
「
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
」
「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
外
四
O
余
点
元
和
活
字
本
「
倭
名
類
衆
抄
」
等
の
準
古
刊
本
二
七
点
「
洗
心
堂
街
記
」
「
周
易
排
」
「
大
坂
全
図
」
外
数
点
-183 
狩野文庫孜(三)
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K
M
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14 
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日
制
・
3
146 
6
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5
148 
日
制
・
6
149 
民
刷
、
7
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k
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4
1
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1
 
5
 
1
 
5
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1
 
4
1
1
 
152 
r
o
q
L
 
4
1
1
 
153 
日
叩
・
1
154 
必
・
2
名
所
図
会
展
日
独
関
係
図
書
展
日
本
英
学
史
展
繁
昌
記
関
係
図
書
展
貴
重
図
書
展
そ
の
五
情
報
管
理
に
関
す
る
図
書
展
い
ぬ
年
に
関
す
る
図
書
展
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
関
す
る
図
書
展
和
漢
肖
像
画
展
そ
の
郷
土
俳
諸
展
O
E
C
D
出
版
物
展
激
石
文
庫
資
料
展
貴
重
図
書
展
そ
の
六
諸
家
贈
呈
本
展
狩
野
文
庫
展
鉄
道
に
関
す
る
図
書
展
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
関
す
る
図
書
展
和
漢
肖
像
画
展
そ
の
「
江
戸
名
所
図
会
」
「
大
和
名
所
図
会
」
外
三
O
余
点
「
医
療
正
始
」
「
遠
西
方
薬
」
外
、
医
学
関
係
書
一
O
余
点
(
未
見
)
「
江
戸
繁
昌
記
」
「
柳
橋
新
誌
」
「
都
繁
昌
記
」
外
二
O
余
点
「
大
学
問
訳
文
」
等
、
儒
家
・
釈
家
の
原
本
・
稿
本
四
O
点
(
未
見
)
御
伽
草
子
「
犬
飼
物
語
」
黄
表
紙
「
狩
の
嫁
入
」
等
ニ
O
余
点
(
一
般
古
典
の
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
の
資
料
)
184ー
「
奥
の
細
道
」
「
懐
日
記
」
「
日
本
行
脚
文
集
」
外
一
O
余
点
東
繰
一
堂
・
高
橋
栗
ほ
か
、
江
戸
後
期
の
諸
家
稿
本
四
O
点
貴
重
書
以
外
の
マ
ッ
チ
・
ラ
ベ
ル
・
艶
本
等
を
含
み
五
七
点
(
一
般
古
典
の
秋
田
家
蔵
品
・
激
石
文
庫
資
料
)
狩野文庫孜(三)
1日
必
・
4
沖
縄
展
「
琉
球
往
来
」
「
琉
球
国
全
図
」
「
琉
球
状
」
外
三
O
余
点
!日
必
・
5
貴
重
図
書
展
そ
の
七
伊
勢
貞
丈
・
清
水
浜
臣
等
、
和
学
者
の
原
本
・
稿
本
類
一
六
点
157 
M
W
・6
女
性
教
育
史
に
関
す
る
図
書
展
「
比
売
鑑
」
「
女
子
訓
」
「
女
四
書
」
「
消
息
往
来
」
七
O
余
点
8
 
5
 
1
 
必
・
7
ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
に
関
す
る
図
書
展
十
五
年
戦
争
に
関
す
る
図
書
展
ホ
メ
l
ロ
ス
に
関
す
る
図
書
展
本
館
発
行
の
印
刷
物
展
子
年
に
関
す
る
図
書
展
「
鼠
嫁
入
婿
床
」
「
鼠
小
紋
東
君
新
形
」
外
四
O
余
点
15日
組
問
・
9
信
西
入
道
関
係
図
書
展
「
信
西
入
道
古
楽
図
」
「
保
元
物
語
」
外
一
O
余
点
-185ー
160 
6
j
I
 
d
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薬
学
関
係
古
書
展
(
未
見
)
161 
6
・2
4
4
1
 
キ
リ
ス
ト
教
関
係
資
料
展
(
未
見
)
162 
U
・l
古
文
書
展
(
未
見
)
163 
U
・
6
西
蔵
資
料
展
本
館
の
参
考
資
料
と
し
て
の
数
種
の
「
展
観
目
録
」
か
ら
の
採
録
を
柱
と
し
、
加
え
て
「
東
北
大
学
五
十
年
史
」
等
に
見
え
る
記
164 
0
・
4
事
よ
り
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
一
盲
で
ふ
れ
た
、
下
段
の
空
白
の
展
示
会
は
一
八
回
で
あ
る
。
従
っ
て
残
り
の
回
は
す
べ
て
、
大
165 
川
叩
・
8
な
り
小
な
り
狩
野
文
庫
が
ら
み
の
展
示
会
と
な
る
こ
と
は
、
下
段
の
注
記
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
16 
州
問
・
9
狩
野
文
庫
の
視
点
か
ら
の
紹
介
に
先
立
ち
、
「
展
示
会
一
覧
」
表
の
年
月
次
項
に
見
え
る
大
き
な
特
色
に
触
れ
て
お
く
と
、
昭
和
三
mw
、
Q
U
'
A
υ
 
4
4
ー
十
五
年
八
月
(
ぬ
犯
)
か
ら
四
十
六
年
十
二
月
(
ぬ
m)
に
至
る
十
年
間
は
、
月
刻
み
の
か
月
例
展
'
の
時
代
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
狩野文庫孜(三)
乙
の
十
年
。
月
。
を
欠
か
さ
ず
と
い
う
活
動
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
図
書
館
活
動
で
あ
る
が
、
因
に
こ
の
期
間
に
あ
る
三
十
七
年
度
に
、
図
書
館
長
よ
り
文
教
法
経
四
学
部
長
宛
に
、
年
十
二
回
の
内
の
四
回
分
を
学
部
の
た
め
に
用
意
し
て
も
よ
い
の
で
、
展
示
会
に
加
わ
っ
て
欲
し
い
旨
の
依
頼
文
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
関
係
者
の
熱
意
が
伝
わ
る
例
証
に
も
な
る
と
い
え
よ
う
。
展
示
会
個
別
の
紹
介
は
、
全
て
一
行
の
付
記
に
委
ね
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
単
純
に
、
展
示
会
の
テ
!
?
(
主
題
)
に
よ
る
展
示
会
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
展
示
会
一
覧
表
の
分
析
及
び
特
徴
づ
け
に
代
え
て
み
た
い
。
。
単
純
に
。
と
い
う
意
味
は
、
自
明
な
こ
と
と
し
て
か
一
展
示
会
リ
一
主
題
。
と
は
云
え
な
い
場
合
が
多
く
、
主
題
別
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
厳
密
さ
を
期
待
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
186ー
ま
ず
大
き
な
グ
ル
ー
プ
か
ら
と
り
挙
げ
て
み
る
と
、
図
書
館
資
料
の
展
示
の
性
格
上
、
書
誌
学
関
係
が
群
を
ぬ
い
て
い
る
。
番
号
を
列
挙
す
る
と
、
、ヮ“、
qo
、
F
D
、
A
‘、
Q
d
、
nυ
、
1
ょ、
nL
、
9
b
、
R
u
、
nu
、
qo
、
A
U
、
mm
、
1
2
F
U
、
q
d
、
q
d
、双山
1
2
3
5
8
9
1
1
1
2
2
3
3
3
4
4
4
5
7
m
n
H
H
日
目
l拓
149 
156 
141 
な
ど
で
あ
る
。
大
概
、
古
刊
本
・
古
写
本
を
中
心
と
す
る
。
貴
重
書
。
展
或
は
ρ
稀
親
書
。
展
の
内
容
を
も
つ
も
の
で
、
図
書
印
刷
の
沿
革
や
図
書
の
形
態
の
多
様
さ
を
示
そ
う
と
す
る
企
画
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
2
の
「
明
治
以
前
刊
本
展
い
(
昭
和
6
・
8
)
は
こ
こ
で
紹
介
す
る
意
義
が
十
分
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
年
本
学
で
開
催
さ
れ
た
文
部
省
主
催
図
書
館
学
講
習
会
の
た
め
に
企
画
さ
れ
、
本
館
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
に
豊
か
な
内
容
を
有
す
る
展
示
会
で
、
あ
る
意
味
で
本
展
示
リ
ス
ト
の
白
眉
と
も
云
え
る
も
の
で
あ
る
。
幸
い
そ
の
目
録
が
存
す
る
の
で
、
そ
の
序
文
に
あ
た
る
凡
例
の
一
部
を
引
く
と
、
前
略
)寛
永
以
前
の
古
刊
本
に
於
い
て
は
、
刻
記
あ
る
も
の
、
及
び
刊
行
年
次
に
つ
き
定
説
あ
る
も
の
を
初
め
に
出
し
、
そ
の
他
の
も
の
を
次
に
せ
り
。
四
覚
永
以
後
は
ほ
y
毎
年
一
部
を
採
り
た
る
が
、
部
門
の
諸
方
面
に
わ
た
る
を
旨
と
し
、
ま
た
冊
数
多
き
も
の
は
な
る
べ
く
之
を
避
げ
た
れ
ば
、
必
ず
し
も
当
時
の
代
表
的
大
著
を
網
羅
せ
ず
。
五
寛
永
以
後
改
元
年
度
に
於
い
て
は
、
ほ
y
新
旧
両
年
に
わ
た
り
て
選
び
い
づ
る
こ
と
と
せ
り
。
と
見
え
、
寛
永
以
前
の
部
が
正
慶
元
年
の
「
大
方
広
併
華
厳
経
随
疏
演
義
抄
」
を
筆
頭
に
四
八
点
、
寛
永
以
後
の
部
が
寛
永
元
年
の
「
平
治
物
語
」
か
ら
慶
熔
四
年
の
「
も
し
ほ
ぐ
さ
」
ま
で
二
七
六
点
の
、
総
計
三
二
四
点
が
目
録
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
初
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期
元
和
頃
ま
で
の
古
版
の
時
代
は
と
も
か
く
、
寛
永
か
ら
慶
臆
ま
で
二
四
五
年
聞
を
、
改
元
の
年
は
二
点
づ
っ
、
い
出
版
物
を
揃
え
て
見
せ
て
い
る
。
豪
華
さ
'
は
、
蓋
し
一
大
学
図
書
館
の
企
画
と
し
て
は
例
と
し
て
皆
無
の
乙
と
と
思
わ
れ
る
。
一
年
も
欠
か
さ
な
狩野文庫孜(三)
昭
和
六
年
の
こ
の
頃
、
本
館
に
田
中
敬
司
書
官
・
矢
島
玄
亮
司
書
、
法
文
学
部
に
は
村
岡
典
嗣
(
館
長
了
武
内
義
雄
(
前
館
長
)
両
教
授
ら
、
の
鋒
々
た
る
書
誌
学
者
が
存
在
し
、
と
か
ら
実
現
し
た
展
示
会
で
あ
っ
た
。
一
方
に
八
万
冊
に
及
ぶ
。
印
刷
史
の
宝
庫
。
狩
野
文
庫
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
書
誌
学
に
次
ぐ
展
示
テ
!
?
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
文
学
・
語
学
類
が
多
い
。
33 
125 
128 
134 
148 
同
州
、
剛
山
I
l
 
19 
37 
44 
45 
57 
84 
85 
99 
102 
12 
139 
146 
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ジ
ャ
ン
ル
の
広
さ
を
反
映
し
て
、
多
彩
な
テ
!
?
と
規
模
の
大
き
い
展
示
会
が
と
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
で
あ
る
。
文
学
・
語
学
類
に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
、
歴
史
で
く
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
。
文
化
史
。
関
係
も
含
ま
れ
て
し
ま
う
が
、
狩野文庫孜(三)
l日
お
、
お
、
却
、
75 
79 
104 
18 
124 
l田
136 
138 
日、
3
、
6
5
6
6
 
1
1
1
 
4 
10 
16 
64 
66 
71 
97 
4
 
1
 
1
 
l叩
な
ど
で
あ
る
。
4
と
お
に
か
林
子
平
展
砂
が
重
な
っ
て
見
え
る
が
、
4
は
本
学
に
お
け
る
展
示
会
で
は
な
く
、
地
元
の
斉
藤
報
恩
会
博
物
館
等
主
催
の
「
林
子
平
先
生
百
五
十
年
祭
記
念
展
覧
会
」
で
、
狩
野
文
庫
か
ら
「
三
国
通
覧
図
説
」
と
「
左
右
漫
録
」
の
二
点
の
み
の
出
陳
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
回
数
が
あ
り
な
が
ら
、
狩
野
文
庫
の
緊
書
群
の
一
つ
の
古
地
図
類
が
殆
ど
出
陳
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
に
よ
る
と
は
い
え
、
淋
し
い
感
じ
が
す
る
。
以
下
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
続
け
る
と
、
美
術
類
-188ー
7
、
2
、
3
、
5
、
。
、
。
、
聞
、
2
、
1
、
5
、
3
4
4
7
8
1
1
u
n
M
l
 
宗
教
・
思
想
関
係
10 
9
、
8
、
n
b
ワ
t
83 
90 
l日
165 
16 
48 
54 
56 
82 
91 
106 
な
ど
は
比
較
的
把
え
易
い
テ
!
?
群
で
あ
る
。
展
示
会
一
覧
表
の
過
半
の
グ
ル
ー
プ
が
、
如
上
の
ご
と
き
人
文
分
野
で
占
め
ら
れ
る
の
は
或
る
意
味
で
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
グ
ル
ー
プ
も
、
表
の
な
か
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
砂
科
学
史
。
の
ジ
ャ
ン
ル
と
見
倣
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
、
18 
56 
68 
77 
86 
ハ切
d
、。，“、
0
6
0
d
 
95 
142 
164 
26 
47 
52 
58 
62 
67 
87 
88 
な
ど
で
あ
る
。
既
に
知
ら
れ
て
い
る
狩
野
文
庫
の
和
算
や
暦
、
或
は
医
学
の
漢
方
類
等
の
開
訳
書
の
大
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
科
学
の
古
典
の
広
さ
も
類
推
し
得
る
こ
と
で
あ
る
が
、
珍
し
い
捕
鯨
の
資
料
な
ど
を
含
む
動
植
物
関
係
、
鉱
山
、
測
量
・
建
築
:
・
と
自
然
科
学
分
野
を
網
羅
す
る
狩
野
文
庫
が
、
時
に
か
科
学
史
の
宝
庫
。
の
評
を
う
け
る
証
と
も
な
っ
て
い
る
展
示
会
で
あ
る
。
つ
い
で
、
動
物
学
で
は
く
く
り
に
く
い
。
干
支
。
に
因
む
動
物
た
ち
に
関
す
る
テ
!
?
、
或
は
。
時
事
。
的
な
テ
!
?
の
一
群
が
、
如
上
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
か
ら
取
残
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
取
挙
げ
ら
れ
る
。
34 
36 
51 
60 
71 
72 
78 
79 
6
、
7
、
o
d
Q
d
 
初
、
目
、
41 
46 
55 
143 
162 
な
ど
で
あ
る
が
、
干
支
の
場
合
は
，
正
月
。
に
因
ん
で
、
雛
祭
り
展
を
三
月
に
、
七
夕
展
は
七
月
に
、
五
月
は
子
供
に
関
す
る
展
示
会
・
・
と
い
う
よ
う
に
所
謂
。
時
宜
。
を
テ
!
?
に
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
時
宜
と
し
て
は
、
乃
の
「
伊
達
騒
動
:
・
展
」
や
貯
の
「
源
義
経
展
」
な
ど
は
、
時
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
(
。
縦
の
木
は
残
っ
た
。
。
源
義
経
。
)
に
あ
わ
せ
た
企
画
展
で
あ
る
。
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
と
し
て
最
後
に
挙
げ
得
る
の
が
以
下
の
展
示
会
で
あ
る
。
例
外
的
に
展
示
会
名
ま
で
を
取
り
出
す
と
、
-189ー
初
、
ひ
な
祭
り
関
係
資
料
展
ω、
栂
撲
に
関
す
る
図
書
展
句
、
水
泳
に
関
す
る
資
料
展
η
、
カ
ル
タ
・
双
六
に
関
す
る
古
書
展
泊
、
日
本
古
来
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
古
書
展
川
問
、
茶
の
湯
・
生
け
花
に
関
す
る
古
書
展
問
、
た
ば
乙
展
川
、
囲
碁
・
将
棋
に
関
す
る
図
書
展
問
、
工
芸
関
係
図
書
展
狩野文庫致(三)
な
ど
、
趣
味
・
娯
楽
に
類
す
る
テ
!
?
の
一
群
で
あ
る
。
主
題
の
関
係
で
既
出
の
番
号
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
。
民
俗
学
の
宝
庫
。
。
江
戸
学
の
宝
庫
'
を
称
さ
れ
る
狩
野
文
庫
を
背
後
に
控
え
て
お
れ
ば
こ
そ
の
展
示
会
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
付
言
す
る
と
、
こ
こ
に
は
見
え
な
い
が
、
狩
野
文
庫
の
技
芸
類
に
は
、
蹴
鞠
・
打
盆
・
香
道
・
投
資
・
投
扇
・
貝
合
・
拳
・
奇
術
・
紙
細
工
・
紙
鳶
・
:
の
目
が
あ
り
、
家
政
類
に
は
、
料
理
・
菓
子
・
支
那
西
洋
料
理
・
裁
縫
:
・
:
の
目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
随
所
に
。
風
俗
の
百
科
。
と
い
え
る
豊
か
さ
を
示
し
て
い
る
。
狩野文庫孜(三)
展
示
会
一
覧
の
主
題
傾
向
の
ご
と
き
を
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
形
で
紹
介
し
て
来
た
が
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
。
往
来
物
。
を
抱
え
る
教
育
関
係
(
印
、
108 
則
、
問
)
な
ど
や
、
少
数
な
が
ら
或
は
法
律
或
は
経
済
と
い
っ
た
ぷ
拍
り
。
も
指
摘
出
来
る
か
も
51 
98 
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
紹
介
は
個
々
の
展
示
会
の
分
析
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
展
示
会
の
お
お
ま
か
な
傾
向
を
狩
野
文
庫
の
視
点
・
立
場
か
ら
見
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
狩
野
文
庫
の
蔵
書
の
特
徴
と
そ
の
百
科
全
書
的
構
成
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
あ
え
て
残
り
の
グ
ル
ー
プ
は
ν
そ
の
他
。
と
し
て
柱
だ
て
を
了
え
る
乙
と
と
す
る
。
狩
野
文
庫
の
百
科
的
構
成
は
、
狩
野
文
庫
分
類
表
の
類
目
全
体
を
見
る
こ
と
に
よ
り
確
認
出
来
る
こ
と
で
も
あ
る
。
因
に
ρ
古
今
ノ
書
籍
ヲ
引
キ
テ
本
邦
歴
代
ノ
制
度
文
物
及
ピ
社
会
百
般
ノ
事
項
ヲ
類
衆
ス
。
る
と
い
わ
れ
る
古
典
の
百
科
事
典
「
故
事
類
宛
」
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の
三
十
部
の
門
固
と
、
狩
野
文
庫
の
類
目
と
を
並
べ
対
比
さ
せ
る
と
、
殆
ど
相
互
に
欠
け
る
と
己
ろ
が
な
い
。
蓋
し
こ
の
蔵
書
構
成
は
、
決
し
て
Oi---学
生
時
代
に
日
本
の
思
想
史
と
い
う
も
の
を
調
べ
て
み
た
い
と
云
う
考
え
が
あ
り
ま
し
て
、
:
・
併
し
思
想
と
云
っ
て
も
単
に
哲
学
と
か
宗
教
と
か
云
う
よ
う
な
こ
と
に
限
ら
な
い
で
、
科
学
で
も
芸
術
で
も
皆
入
れ
て
や
る
積
で
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
何
と
な
し
に
集
め
た
の
で
す
0
0
(
昭
和
U
・
座
談
会
に
お
け
る
発
言
)
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
書
誌
学
・
歴
史
学
或
は
文
化
史
学
等
に
わ
た
る
透
徹
し
た
立
場
か
ら
の
収
集
の
成
果
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
如
上
の
狩
野
文
庫
の
紹
介
と
と
も
に
、
乙
の
豊
か
な
狩
野
文
庫
の
利
を
利
と
し
て
、
資
料
公
開
の
展
示
会
の
数
々
に
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
先
人
達
を
顕
賞
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
目
録
作
り
を
含
め
て
狩
野
文
庫
と
と
も
に
歩
み
、
月
例
展
を
中
心
に
そ
の
殆
ど
を
手
が
け
ら
れ
た
矢
島
玄
亮
先
生
の
情
熱
は
、
乙
の
「
展
示
会
一
覧
」
に
よ
っ
て
も
我
々
に
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
功
績
を
顕
賞
す
る
と
と
も
に
、
及
ぱ
ず
な
が
ら
我
々
も
そ
の
志
の
継
承
に
努
め
ね
ば
、
と
本
題
目
「
展
示
会
に
見
る
狩
野
文
庫
」
の
主
旨
か
ら
も
思
う
も
の
で
あ
る
。
付
記
本
稿
は
平
成
七
年
度
東
北
地
区
大
学
図
書
館
協
議
d与
A 
国
公
私
合
同
研
修
会
に
お
け
る
講
演
原
稿
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
狩野文庫孜(三)
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